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開会にあたり、GCNJ 大場事務局長からは
「2020年は疑いもなく、人類の歴史上の節目

＝転換点となる年である。国連は創立75周
年、国連グローバル・コンパクト（UN Global 
Compact, UNGC）は設立20周年の節目を迎
えている」との言葉から始まり、オープニング
にはUNGCリーダーズサミットで公開された
20周年記念の動画を放映、国連グローバル・コ
ンパクトCEO兼事務局長サンダ・オジャンボ

（Sanda Ojiambo）氏からのメッセージでは
「今年はSDGs達成のための行動の10年のはじ

まりです。これまでのようにビジネスに取り
組む時間はもう残っていません。公平・公正で
誰一人取り残さない世界を作り出すにはすべ
てのステークホルダーがただちに野心的な行
動を起こす必要があります。世界のビジネス
界を結集し、より良き世界を築くために取り
組んできたUNGCと共に私たちが望む世界を
築いていきましょう」との呼びかけがありま
した。

2020年10月22日（木）、国連創立75周年、国連
グローバル・コンパクト創立20周年を記念
し、グローバル・コンパクト・ネットワーク・
ジャパン（GCNJ）年次シンポジウム「Decade 
of Action ～ビジネス革新を一気に加速し、企
業・社会を変革する～」が開催されました。本
来、3月に実施される予定だった年次シンポジ
ウムは、新型コロナウイルスの影響により10
月へ延期、初めてのオンライン開催となりま
した。

企業と共により良き世界へ

第一部：基調講演

第一部では、基調講演「人間は生き物という
基本―コロナパンデミックを踏まえて」と題
し、JT 生命誌研究館 名誉館長、生命誌研究者・
中村 桂子氏にご登壇いただきました。

はじめに、コロナ影響の始まる少し前から皆
が感じていることは転換期であるというこ
と、自分の中から沸き起こる何かを問う時に
考えるのは「人間は生き物であり、自然の一
部である」ということ、すべての生き物は同
じ仲間として生きていて、人間はその中に生
きていることを考えていただきたい、人間は
上からでなく中から目線で考えていただきた
い、との話がありました。

国連グローバル・コンパクトCEO兼事務局長
サンダ・オジャンボ氏

つぎに、人間と自然との関係性に触れ、「人
間は人工の成長だけを考えていたが故に自然
破壊が起きている。人間自身が内なる自然で
ある。自然破壊は人間の身体、心（時間・関係）
も壊している。」との話がありました。また、

「進歩と進化」を考えるとき、人間は一つの
価値観で考え、進歩してきた。進化は様々な
形でプロセスを大切にし、多様性を大事にし
てきた。38 億年の歴史の中から学び新しい
社会をつくりたい、との話がありました。

そして、「人間復興」に触れ、わかる人にだ
けわかるのではなく、誰もがわかる世界をつ
くるのが第 2 のルネッサンス。「なぜと問い
自分で考える」「善・悪を自らの中に引き受
ける」人が精神的に強い人間であるとの紹介

あり、今の世界において大切なのは「生命論
的世界観」であるとの話がありました。

最後に、平安時代の物語「虫愛ずる姫」を紹
介され、日本には自然をよく観て、知を探し、
新しいことを考える文化があり、いまこそ世
界に発信することが大切だとの話がありまし
た。

代表質問コーナーでは、GCNJ 後藤理事から
「西洋科学を専攻されながら、心をもちつづ

けられた真意はなにか」との質問に「学ぶと
きに、先生・人に巡り合えて幸せだった。人
柄も学ぶ。気持ちを伝えあいながら考えてき
たことが幸せ」「女性は仕事と日常を重ね合
わせて考えることができた。科学者・哲学者
の大森荘蔵氏の “重ね描き” という考え方、
密画と略画を重ねて考えることを教えられ
た。ビジネスと日常を重ねながら考えてみて
ほしい。ビジネスマンへのアドバイスとして、
普段のことを大事に考える。“重ね描き” を
大事にしてほしい。コロナ禍だからこそ、考
えるチャンスがある」との回答がありました。

次に、「日本から世界へ発信するにはどうし
たらいいか？」との質問に、「西洋の基本に
も自然とのかかわり、日常とのかかわりは生
命誌絵巻に共通するものがある。人間の起源
は共通である。その共通性を生かしていくこ
とができる」と回答いただきました。

最後に、若者に向けてのメッセージを求めら
れ、「世の中は予測不能だけども、今の社会
は競争をしすぎていると感じる。自分の大事な

JT 生命誌研究館 名誉館長、生命誌研究家・中村桂子氏
による基調講演
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第2部は「いのち・人から考える企業経営」と題
し、1部の基調講演を受けて、人間としてどう
行動していくかを様々な専門的な立場から議
論を深めていきました。

宇沢国際学館取締役 医師 占部まり氏、認定
NPO法人 ヒューマンライツ・ナウ 事務局長 
伊藤和子氏、株式会社セブン＆アイ・ホール
ディングス 取締役 常務執行役員 伊藤順朗
氏、アミタホールディングス株式会社 専務取
締役 最高執行責任者、GCNJ理事 佐藤博之氏
にご登壇いただき、モデレーターはGCNJ　河
口理事が務めました。

もの、やりたいことをやると今必要なものが
見つかると思うのでやっていただきたい。望
みとしては戦争がない状況をつくってほし
い。」カント「永遠平和のために」にも触れ、

「平和は夢なようなものではなく、人間に与
えられた使命である、戦争をしている暇はな
い。自分たちで実現できる世界であると信じ
てほしい。」との言葉で締めくくられました。

第二部：パネルディスカッション
伊 藤 順 朗 氏 か ら は、 拠 点 47 都 道 府 県　
22,500 店舗、2500 万人 / 日の来店客を迎え、
54 万人の従業員（加盟店 + 連結従業員）と
共に果たされる社会資本、インフラとしての
経営の姿と使命感、SDGs への取組みやチャ
レンジを紹介いただきました。

宇沢国際学館取締役 医師 占部まり氏

伊藤和子氏からは、コロナ危機においていま
世界で起きている人権侵害、人権問題につい
て報告がありました。また、コロナ危機は地

佐藤氏からはアミタホールディングスのミッ
ション「人と自然の豊かな関係性が広がる持
続可能な社会」を実現するための、資源ごみ
の持込・回収を軸にした共助のコミュニティ
拠点「MEGURU STATION」のご紹介があり、
誰もが「安心」と「生きがい」を実感できる
ことこそ人間の暮らしにおける大切な価値で
あるとのメッセージがありました。

にもつながるとの話がありました。働く人へ
の取組みとして、コロナ禍で人が集まれない
中でのデジタル化や自ら考えイノベーション
が生まれているとの話がありました。

最後に、佐藤氏からは「サステナビリティ向
上やサーキュラーエコノミーの実現に取り組
む企業様とコラボレーションし、持続可能な
未来に向けて新たな価値を創出していきた
い」、伊藤順朗氏からは「人と人とのふれあ
いが大切で結節点は大切。ピンチをチャンス
に変えながらやっていきたい。多くの人間や
多くの企業が傲慢になっていた部分があった
と思う、もう一度謙虚に素直に命や自然に感
謝の心をもって経営に取り組んでいきたい」、
伊藤事務局長からは「コロナで自分の命の尊
さ、つながりの大切を認識したと思う。私た
ちは誰かを犠牲にして走り続け、疲れていた
のではないか。限りある地球、命の中で皆が
落ち着いて共生できることが企業活動の中心
になるといい」、占部氏から「医療従事者では、
弱者へのしわ寄せがきており、対応している
ところもある。医療と向き合いながら新しい
社会をつくりたい。社会的共通資本という考
え方にふれていただきたい」とのメッセージ
がありました。

このコロナ禍の中で、人がつながりあうこと
の大切さを共通基盤に、対話・共感・共生を
このパネルで描きだしていただきました。

株式会社セブン＆アイ・ホールディングス 
資料抜粋

認定NPO法人 ヒューマンライツ・ナウ 事務局長 
伊藤和子氏

アミタホールディングス株式会社 
資料抜粋

後半では、【医療の立場、国際人権の立場】
と【企業の立場】の２つの立場からの質疑応
答が行われました。

閉会の挨拶は、GCNJ 有馬代表理事が登壇
し、「新型コロナは自然の驚異を人類に示し、
SDGs の大切さを再認識させてくれた。いま
こそ、先手で自律的に SDGs に取り組み、転
換点に参加すべき時である。“人間の顔をし
たグローバル市場を” が今こそ真に求められ
ている」のメッセージで本シンポジウムを締
めくくりました。

今 回 は、 初 の オ ン ラ イ ン 開 催 に も 関 わ ら
ず、約 200 名の方にご視聴いただきました。
GCNJ は、今後も定期的にシンポジウム、セ
ミナーを開催していきます。ご参加いただい
た皆様、ありがとうございました

占部氏からはご尊父 宇沢弘文先生の社会的
共通資本「大切なことはお金にかえられない、
経済は人間の心があって初めて動く」。真の意
味での豊かな社会の実現、SDGsと社会的共通
資本のつながりについて。また、人間の心や自
然環境を大事にするために社会的共通資本が
ある、との話をいただきました。

球の有限さ、社会や人の脆弱性を改めて気づ
かせてくれた。社会の回復のチャンスとし
て、長期的な社会の在り方を問い直すときで
ある、と気候変動やビジネスと人権に関する
国別行動計画（NAP）採択にも触れ、企業が
人と地球を大事にする企業へ変革していって
ほしいとのメッセージがありました。

今回紹介いただいた企業の取り組みを誰が動
かしているのかという質問に対し、企業から
は「事業部、従業員からの動きも始まってい
る」との回答がありました。また、人は楽し
いところに集まってくる、その楽しさは健康 記録：GCNJ 冨


